
事例12
～再エネ電気・熱自立的普及促進事業を活用した事例～

森林のバイオマスエネルギー活用による地産地消エネルギーモデル

■事業及び発電設備の概要
長野県茅野市の東急リゾートタウン蓼科では、令和２年
４月に木質バイオマスボイラーの運用を開始した。本事
業では、複合リゾートタウンの活性化のため、周囲に豊
富に存在する森林を活用して地域の活性化する「もりぐ
らし」プロジェクトを行っており、森林整備で発生する
未利用の間伐材を有効利用するため、間伐材をチップ化
し、タウン内のゴルフ場の温浴施設にチップボイラーを
導入し、チップを利用している。
対象の森林では森林経営計画を策定し、計画的に森林
の整備を行っている。森林の伐採は、地元の森林組合
が行い、未利用の間伐材はタウン内のストックヤードに
運搬され、月に一度、協力会社により、移動式チッパー
でチップ化し、ゴルフ場へ運搬する。
チップボイラーは、国内で実例の少ない中で民生用実績
の有る ETA 社製ボイラー（定格 130kW × 2 台）を
採用した。導入設備は、建屋のほか、チップの搬送装置、
蓄熱槽、貯湯槽、配管・電気設備である。チップボイラー
の運転は全停止も含め完全な自動運転である。

■事業実施上の課題
①費用面
チップボイラーは初期費用の課題があった。補助対
象設備の２/ ３の補助により、投資回収年 10 年の
事業計画を策定できた。

②原料調達
チップ調達には、原木調達から燃料であるチップの
供給体制や費用等の様々な課題があった。自社で
チップを生産することにより、輸送費用の削減がで
きた。チップの原料となる原木調達には、森林経営
計画を策定し、伐採・搬出には、林野庁の補助を活
用している。

■事業の実施体制

■利用した施策と内容
環境省「再エネ電気・熱自立的普及促進事業」
茅野市から地域の活性化に資する事業と認められたた
め、補助対象経費（設備費・工事費）の２/ ３ の補助
を受けた。

■施策を利用したことによる事業の成果
補助金の活用によって初期費用の負担が軽減された。
本事業によって、東急リゾーツ＆ステイでは、給湯
用の灯油及び灯油由来のＣＯ２を削減することが可
能となった。また、当社及び茅野市では、別荘地内
の森林整備・資源の活用、地域活性化、「もりぐらし」
による地域の課題解決が図られた。

■問い合わせ先
東急リゾーツ＆ステイ株式会社
住所：東京都渋谷区道玄坂 1-10-8
URL：https://www.tokyu-rs.co.jp/
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